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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像保持体と、
　前記像保持体の表面を帯電する帯電部材と、
　前記帯電部材の長手方向に略平行に設けられ、前記帯電部材に外部空気を送風する送風
口と、
　前記帯電部材の長手方向の一方の端部側に設けられ、前記外部空気を取り入れる空気取
入口と、
　前記空気取入口から取り入れた前記外部空気を前記送風口に誘導する誘導流路と、
　前記誘導流路の前記空気取入口側に最も近い位置に設けられ、前記空気取入口側から前
記送風口側に湾曲して形成された第１の誘導部材と、
　前記誘導流路の前記帯電部材の長手方向に略平行に設けられた第２の誘導部材と、
　前記誘導流路の前記帯電部材の長手方向に略平行であって、前記２の誘導部材よりも前
記送風口側に前記空気取込口から取り込んだ前記外部空気を分割するように設けられた第
３の誘導部材とを備え、
　前記第２の誘導部材の前記空気取入口側の端部が前記第３の誘導部材の前記空気取入口
側の端部よりも前記空気取入口側に位置し、かつ、前記第２及び第３の誘導部材の一部が
前記第１の誘導部材と前記帯電部材の長手方向において重なるように設けられた画像形成
装置。
【請求項２】
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　前記第２の誘導部材の前記空気取入口側の端部に前記送風口側に傾斜した傾斜部が設け
られた請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記第１の誘導部材は、直線部と、前記直線部の前記空気取入口側に接続された第１の
湾曲部と、前記直線部の前記第１の湾曲部が接続された側と反対側に接続された第２の湾
曲部とから構成され、前記第１の湾曲部における２つの接線のなす角度のうち狭角の方を
θ１、前記第２の湾曲部における２つの接線のなす角度のうち狭角の方をθ３とするとき
、
　前記第１及び第２の湾曲部は、θ１＜θ３の関係を満たすように形成された請求項１又
は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記第１の誘導部材の前記直線部の前記帯電部材の長手方向に対する角度をθ１、前記
第２の誘導部材の前記傾斜部の端部と前記第３の誘導部材の前記空気取入口側の端部とを
結ぶ線の前記帯電部材の長手方向に対する角度をθ２とするとき、
　前記第１乃至第３の誘導部材は、θ２＞θ１の関係を満たすように形成された請求項３
に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の画像形成装置として、感光体ドラムの表面を帯電するチャージワイヤを有する帯
電器と、この帯電器におけるチャージワイヤに空気を吹き付けるダクトとを備えたものが
知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この画像形成装置のダクトは、チャージワイヤの軸方向に平行に設けられ、チャージワ
イヤに空気を吹き付ける開口部と、チャージワイヤの軸方向の一方の端部側に設けられ、
空気を取り込む空気取込口と、空気取込口から取り込んだ空気を４等分して４つのダクト
部を形成する３つの仕切り壁と、４つのダクト部にそれぞれ設けられた複数の案内羽根と
を備え、チャージワイヤにおける空気取込口付近の部分に空気が供給され易くなり、放電
時に帯電器において発生したオゾンにより感光体ドラムの特性が低下するのを抑制してい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２３５９３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、本構成を有しない場合と比べて、送風源側で風速に脈動が生じても帯
電部材の空気取入口側における風速を安定化させることができる画像形成装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様は、上記目的を達成するために、以下の画像形成装置を提供する。
【０００７】
［１］像保持体と、前記像保持体の表面を帯電する帯電部材と、前記帯電部材の長手方向
に略平行に設けられ、前記帯電部材に外部空気を送風する送風口と、前記帯電部材の長手
方向の一方の端部側に設けられ、前記外部空気を取り入れる空気取入口と、前記空気取入
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口から取り入れた前記外部空気を前記送風口に誘導する誘導流路と、前記誘導流路の前記
空気取入口側に最も近い位置に設けられ、前記空気取入口側から前記送風口側に湾曲して
形成された第１の誘導部材と、前記誘導流路の前記帯電部材の長手方向に略平行に設けら
れた第２の誘導部材と、前記誘導流路の前記帯電部材の長手方向に略平行であって、前記
２の誘導部材よりも前記送風口側に前記空気取込口から取り込んだ前記外部空気を分割す
るように設けられた第３の誘導部材とを備え、前記第２の誘導部材の前記空気取入口側の
端部が前記第３の誘導部材の前記空気取入口側の端部よりも前記空気取入口側に位置し、
かつ、前記第２及び第３の誘導部材の一部が前記第１の誘導部材と前記帯電部材の長手方
向において重なるように設けられた画像形成装置。
【０００８】
［２］前記第２の誘導部材の前記空気取入口側の端部に前記送風口側に傾斜した傾斜部が
設けられた前記［１］に記載の画像形成装置。
【０００９】
［３］前記第１の誘導部材は、直線部と、前記直線部の前記空気取入口側に接続された第
１の湾曲部と、前記直線部の前記第１の湾曲部が接続された側と反対側に接続された第２
の湾曲部とから構成され、前記第１の湾曲部における２つの接線のなす角度のうち狭角の
方をθ１、前記第２の湾曲部における２つの接線のなす角度のうち狭角の方をθ３とする
とき、前記第１及び第２の湾曲部は、θ１＜θ３の関係を満たすように形成された前記［
１］又は［２］に記載の画像形成装置。
【００１０】
［４］前記第１の誘導部材の前記直線部の前記帯電部材の長手方向に対する角度をθ１、
前記第２の誘導部材の前記傾斜部の端部と前記第３の誘導部材の前記空気取入口側の端部
とを結ぶ線の前記帯電部材の長手方向に対する角度をθ２とするとき、前記第１乃至第３
の誘導部材は、θ２＞θ１の関係を満たすように形成された前記［３］に記載の画像形成
装置。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に記載の発明によれば、本構成を有しない場合と比べて、送風源側で風速に脈
動が生じても帯電部材の空気取入口側における風速を安定化させることができる。
【００１２】
　請求項２に記載の発明によれば、第２の案内部材が傾斜部を有していない場合と比べて
、第２の案内部材と外壁との間に大きな圧力勾配が発生し、これにより外部空気を第１の
案内部材に沿って送風口へ案内し易くなる。
【００１３】
　請求項３に記載の発明によれば、第１の案内部材が湾曲のみで構成された場合と比べて
、外部空気の第１の案内部材からの剥離が生じ難くなる
【００１４】
　請求項４に記載の発明によれば、大きな乱流の発生を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の概略の構成を示す正面
図である。
【図２】図２は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置における背面部の外観を
示す斜視図である。
【図３】図３は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置における吸気経路の全体
を説明するために示す平面図である。
【図４】図４は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置における塵埃除去装置を
示し、図４（ａ）は内部を示す斜視図、図４（ｂ）は外観を示す斜視図である。
【図５】図５は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の塵埃除去装置を説明す
るために示す断面図である。
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【図６】図６は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置のワイヤ清掃装置を説明
するために示す断面図である。
【図７】図７は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の送風ダクトを示し、図
７（ａ）は断面図、図７（ｂ）は斜視図である。
【図８】図８は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の廃棄用ダクトを示し、
図８（ａ）は、前面部を示す斜視図、図８（ｂ）は、背面部を示す斜視図である。
【図９】図９は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置における廃棄用ダクトの
開口位置を説明するために示す断面図である。
【図１０】図１０は、送風ダクトの空気取入口側の詳細を示す図である。
【図１１】図１１（ａ）は、比較例の送風ダクトの空気取入口側の空気の流れを説明する
ための図、図１１（ｂ）は、本発明の第１の実施の形態に係る送風ダクトの空気取入口側
の空気の流れを説明するための図である。
【図１２】図１２は、本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置の送風ダクトの空気
取入口側の詳細を示す図である。
【図１３】図１３は、本発明の第３の実施の形態に係る画像形成装置の送風ダクトの空気
取入口側の詳細を示す図である。
【図１４】図１４（ａ）は、比較例における図５に示す送風機の風量の増加による帯電ワ
イヤ近傍の風速の測定結果を示す図、図１４（ｂ）は、第１の実施の形態に対応する実施
例１における図５に示す送風機の風量の増加による帯電ワイヤ近傍の風速の測定結果を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
［第１の実施の形態］
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置の概略の構成を示す。この画像
形成装置１は、本体ユニット２，給紙ユニット３，定着ユニット４及び後述するフィルタ
ユニット５，６（共に後述する図２に示す）を備えた例えばカラープリンタに適用され、
床面ＦＬ上にキャスタＣ，Ｃ，…を介して移動可能に配置されている。そして、画像形成
装置１は、パーソナルコンピュータ等の上位装置から送信された画像データに画像処理部
（図示せず）で画像処理を施してイエロー（Ｙ），マゼンタ（Ｍ），シアン（Ｃ），ブラ
ック（Ｋ），Ｘ１，Ｘ２の各色の画像データに変換した後、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋ，Ｘ１，Ｘ２

の各色の画像データに基づいてカラー画像を記録媒体としての用紙Ｐに形成するように構
成されている。
【００１７】
　Ｘ１，Ｘ２としては、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋ色以外の色であり、例えば中間色や特殊な黒色が
用いられる。記録媒体としては、用紙Ｐの他にＯＨＰ（overhead projector）シート等の
樹脂シートを用いてもよい。
【００１８】
（本体ユニット２の構成）
　本体ユニット２は、用紙Ｐに画像を形成する画像形成部２Ａ、この画像形成部２Ａに用
紙Ｐを供給する用紙供給部２Ｂ、及び用紙供給部２Ｂ，画像形成部２Ａを内部に収容する
装置本体としての第１筐体２Ｃを有し、給紙ユニット３と定着ユニット４との間に介在し
て配置されている。
【００１９】
　画像形成部２Ａは、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋ，Ｘ１，Ｘ２の各色の画像を形成する複数（本実施
の形態ではＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋ，Ｘ１，Ｘ２の各色に対応して６個）の像形成部からなり、Ｙ
，Ｍ，Ｃ，Ｋ，Ｘ１，Ｘ２の各色のトナー像が形成される像保持体としての感光体ドラム
２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２と、これら感光体ドラム２０Ｙ～
２０Ｘ２を帯電する帯電器２１Ｙ，２１Ｍ，２１Ｃ，２１Ｋ，２１Ｘ１，２１Ｘ２と、こ
れら帯電器２１Ｙ～２１Ｘ２によって帯電された感光体ドラム２０Ｙ～２０Ｘ２を露光す
る露光部としての露光器２２Ｙ，２２Ｍ，２２Ｃ，２２Ｋ，２２Ｘ１，２２Ｘ２と、これ
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ら露光器２２Ｙ～２２Ｘ２によって形成された感光体ドラム２０Ｙ～２０Ｘ２上の静電潜
像をＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋ，Ｘ１，Ｘ２の各色のトナー像で現像する現像部としての現像器２３
Ｙ，２３Ｍ，２３Ｃ，２３Ｋ，２３Ｘ１，２３Ｘ２とを備えている。
【００２０】
　感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２は、それぞれが表
面に感光層を有し、第１筐体２Ｃ内に矢印Ｒ方向に回転可能に配置されている。
【００２１】
　帯電器２１Ｙ，２１Ｍ，２１Ｃ，２１Ｋ，２１Ｘ１，２１Ｘ２は、それぞれが対応する
感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２の周囲に配置され、
露光前の感光体ドラム２０Ｙ～２０Ｘ２を帯電するように構成されている。
【００２２】
　露光器２２Ｙ，２２Ｍ，２２Ｃ，２２Ｋ，２２Ｘ１，２２Ｘ２は、それぞれが対応する
感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２の上方に配置されて
いる。そして、露光器２２Ｙ～２２Ｘ２は、感光体ドラム２０Ｙ～２０Ｘ２にＹ～Ｘ２の
各色の画像データに基づいて変調された露光光を照射してＹ～Ｘ２の各色の静電潜像を形
成するように構成されている。
【００２３】
　現像器２３Ｙ，２３Ｍ，２３Ｃ，２３Ｋ，２３Ｘ１，２３Ｘ２は、それぞれが対応する
感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２の周囲に配置されて
いる。
【００２４】
　また、画像形成部２Ａは、感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，
２０Ｘ２の表面に接触する中間転写ベルト２４と、感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ
，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２の表面にそれぞれ形成されたＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋ，Ｘ１，Ｘ２

の各色のトナー像を中間転写ベルト２４に一次転写する一次転写装置２５Ｙ，２５Ｍ，２
５Ｃ，２５Ｋ，２５Ｘ１，２５Ｘ２と、中間転写ベルト２４を駆動する駆動ロール２６と
、中間転写ベルト２４を所定の張力で回転可能に支持する支持ロール２７Ａ～２７Ｄと、
中間転写ベルト２４に転写されたトナー像を用紙Ｐに二次転写する二次転写装置２８とを
備えている。なお、中間転写ベルト２４、一次転写装置２５Ｙ，２５Ｍ，２５Ｃ，２５Ｋ
，２５Ｘ１，２５Ｘ２、及び二次転写装置２８等は、感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０
Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２の表面に形成されたトナー像を用紙Ｐに転写する転写部
を構成する。
【００２５】
　画像形成部２Ａの上方には、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋ，Ｘ１，Ｘ２の各色のトナーを収容するト
ナー供給部としてのトナーボトル２９Ｙ，２９Ｍ，２９Ｃ，２９Ｋ，２９Ｘ１，２９Ｘ２

が配置されている。これにより、トナーボトル２９Ｙ～２９Ｘ２から現像器２３Ｙ～２３
Ｘ２にＹ～Ｘ２の各色のトナーが供給される。
【００２６】
　中間転写ベルト２４は、無端ベルトからなり、一次転写装置２５Ｙ，２５Ｍ，２５Ｃ，
２５Ｋ，２５Ｘ１，２５Ｘ２と感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１

，２０Ｘ２との間に介在して配置され、かつ駆動ロール２６及び支持ロール２７Ａ～２７
Ｄに掛け渡されている。そして、中間転写ベルト２４は、駆動ロール２６によって矢印ａ
方向に循環移動するように構成されている。中間転写ベルト２４のドラム接触側には、感
光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２を除電する除電装置３
０Ｙ,３０Ｍ，３０Ｃ，３０Ｋ，３０Ｘ１，３０Ｘ２、及び一次転写後の感光体ドラム２
０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２に残留する残留トナーを除去する像
保持体清掃部としてのドラム清掃装置３１Ｙ，３１Ｍ，３１Ｃ，３１Ｋ，３１Ｘ１，３１
Ｘ２が配置されている。このドラム清掃装置３１Ｙ～３１Ｘ２で除去された残留トナーは
、トナー回収経路（図示せず）を介して第１筐体２Ｃ外に回収される。
【００２７】
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　一次転写装置２５Ｙ，２５Ｍ，２５Ｃ，２５Ｋ，２５Ｘ１，２５Ｘ２は、それぞれが対
応する感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２の表面に中間
転写ベルト２４を圧接する一次転写ロールからなり、中間転写ベルト２４の内側に回転可
能に配置されている。そして、一次転写装置２５Ｙ～２５Ｘ２は、感光体ドラム２０Ｙ～
２０Ｘ２のトナー像を中間転写ベルト２４に一次転写するように構成されている。
【００２８】
　駆動ロール２６は、中間転写ベルト２４の内側に回転可能に配置されている。そして、
駆動ロール２６は、矢印Ｑ方向への回転によって中間転写ベルト２４を矢印ａ方向に循環
移動させるように構成されている。
【００２９】
　支持ロール２７Ａ～２７Ｄは、従動ロールからなり、駆動ロール２６と同様に中間転写
ベルト２４の内側に回転可能に配置されている。支持ロール２７Ａ～２７Ｄのうち支持ロ
ール２７Ａ，２７Ｂは一次転写面形成ロールとして、支持ロール２７Ｃはテンションロー
ルとして、また支持ロール２７Ｄは二次転写装置２８のバックアップロールとしてそれぞ
れ機能する。
【００３０】
　二次転写装置２８は、転写ベルト装置からなり、中間転写ベルト２４の外側に配置され
ている。そして、二次転写装置２８は、中間転写ベルト２４上のトナー像を用紙Ｐに二次
転写するように構成されている。二次転写装置２８の用紙搬送側には、用紙Ｐの搬送方向
に沿って並列する搬送ユニット３２～３４が配置されている。搬送ユニット３２～３４の
うち搬送ユニット３２，３３は本体ユニット２内における用紙Ｐを矢印ｂ方向に搬送する
搬送ベルトコンベアとして、また搬送ユニット３４は本体ユニット２と定着ユニット４と
の間に跨って用紙Ｐを矢印ｂ方向に搬送する搬送ベルトコンベアとしてそれぞれ機能する
。
【００３１】
　用紙供給部２Ｂは、用紙Ｐを内部に収容する用紙スタッカ３５，３５と、これら用紙ス
タッカ３５，３５に収容された用紙Ｐを１枚ずつ捌く１対の捌きロール３６，３６とを有
し、画像形成部２Ａの下方に配置されている。用紙供給部２Ｂの下流側には、画像形成の
タイミングに同期して駆動される１対のレジロール３７，３７、及びこれら１対のレジロ
ール３７，３７から二次転写装置２８に向かって用紙Ｐを矢印ｃ方向に搬送する搬送ロー
ル３８，３８，…が配置されている。第１筐体２Ｃの詳細については後述する。
【００３２】
（給紙ユニット３の構成）
　給紙ユニット３は、本体ユニット２の画像形成部２Ａに用紙Ｐを供給する用紙供給部３
Ａ、及びこの用紙供給部３Ａを内部に収容する第２筐体３Ｂを有し、本体ユニット２の一
方側（図１の左側）に配置されている。
【００３３】
　用紙供給部３Ａは、用紙Ｐを内部に積載する給紙トレイ３９，３９、及びこれら給紙ト
レイ３９，３９から送出された用紙Ｐを１枚ずつ捌く１対の捌きロール４０，４０とを有
している。用紙供給部３Ａの下流側には、画像形成のタイミングに同期して駆動される１
対のレジロール４１，４１が配置されている。
【００３４】
　第２筐体３Ｂは、用紙供給部３Ａから本体ユニット２に向かう搬送経路３０Ｂを内部に
有し、床面ＦＬ上にキャスタＣ，Ｃ，…を介して移動可能に配置されている。
【００３５】
（定着ユニット４の構成）
　定着ユニット４は、用紙Ｐに転写されたトナー像を加熱溶融して定着する定着部４Ａ、
この定着部４Ａで定着された用紙Ｐを冷却する冷却部４Ｂ、及びこの冷却部４Ｂ，定着部
４Ａを内部に収容する第３筐体４Ｃを有し、本体ユニット２の他方側（図１の右側）に配
置されている。
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【００３６】
　定着部４Ａは、加熱ロール４２及び加圧ロール４３を有し、搬送ユニット３４と冷却部
４Ｂとの間に配置されている。
【００３７】
　冷却部４Ｂは、用紙を矢印ｄ方向に搬送する搬送ユニット４４，４５、及びこれら搬送
ユニット４４，４５によって搬送される用紙Ｐを冷却する冷却器４６を有し、定着部４Ａ
の下流側に配置されている。冷却部４Ｂの下流側には、定着ユニット４内の用紙Ｐを定着
ユニット４外に排出する排出ロール４７，４７が配置されている。
【００３８】
　第３筐体４Ｃは、搬送ユニット３４から定着部４Ａ及び冷却部４Ｂを介して排出ロール
４７，４７に至る搬送経路４０Ｃを内部に有し、床面ＦＬにキャスタＣ，Ｃ，…を介して
移動可能に配置されている。
【００３９】
　図２は、画像形成装置１の背面部を示す。
【００４０】
　第１筐体２Ｃには、外部空気を内部に吸い込む吸込口５２、及びこの吸込口５２から吸
い込まれた外部空気を画像形成部２Ａにおける各像形成部の冷却後に外部に吐き出す吐出
口５３と、内部の発熱を放出する吐出口５０Ｙ，５０Ｍ，５０Ｃ，５０Ｋ，５０Ｘ１，５
０Ｘ２が設けられている。吸込口５２は第１筐体２Ｃにおける一方側（給紙ユニット３側
）の側面に、また吐出口５３は第１筐体２Ｃにおける他方側（定着ユニット４側）の上面
にそれぞれ開口されている。
【００４１】
　フィルタユニット５は、フィルタ収容箱４８を有し、本体ユニット２の背面側に配置さ
れている。
【００４２】
　フィルタ収容箱４８は、外部空気を内部に吸い込む吸込口４８ａ，４９Ｙ～４９Ｋ、及
び内部空気を外部に吐き出す吐出口４８ｂを有し、床面ＦＬ上にキャスタＣ，Ｃ，…を介
して移動可能に配置されている。吸込口４８ａ，４９Ｙ～４９Ｋはフィルタ収容箱４８の
背面側に、また吐出口４８ｂはフィルタ収容箱４８の天井面側にそれぞれ開口されている
。
【００４３】
　フィルタ収容箱４８には、画像形成部２Ａ（図１に示す）の駆動によって発生する廃棄
対象物としてのトナークラウドを捕捉するクラウドフィルタ、及び画像形成部２Ａの駆動
によって発生する廃棄対象物としてのオゾン（Ｏ３）を捕捉して分解するオゾンフィルタ
（共に図示せず）が内蔵されている。また、フィルタ収容箱４８には、クラウドフィルタ
及びオゾンフィルタの通過後における内部空気を外部に排出する排出口（図示せず）が設
けられている。排出口は、フィルタ収容箱４８の底面側に開口されている。
【００４４】
　一方、フィルタユニット６は、フィルタ収容箱５０を有し、フィルタユニット５の側方
に並列して本体ユニット２の背面側に配置されている。
【００４５】
　フィルタ収容箱５０は、外部空気を内部に吸い込む吸込口５０ａ，５１Ｘ１，５１Ｘ２

、及び内部空気を外部に吐き出す吐出口５０ｂを有し、床面ＦＬ上にキャスタＣ，Ｃ，…
を介して移動可能に配置されている。吸込口５０ａ，５１Ｘ１，５１Ｘ２はフィルタ収容
箱５０の背面側に、また吐出口５０ｂはフィルタ収容箱５０の天井面側にそれぞれ開口さ
れている。
【００４６】
　フィルタ収容箱５０には、画像形成部２Ａ（図１に示す）の駆動によって発生する廃棄
対象物としてのトナークラウドを捕捉するクラウドフィルタ、及び画像形成部２Ａの駆動
によって発生する廃棄対象物としてのオゾン（Ｏ３）を捕捉して分解するオゾンフィルタ
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（共に図示せず）が内蔵されている。また、フィルタ収容箱５０には、クラウドフィルタ
及びオゾンフィルタの通過後における内部空気を外部に排出する排出口（図示せず）が設
けられている。排出口は、フィルタ収容箱５０の底面側に開口されている。
【００４７】
　図３は、第１筐体及びフィルタ収容箱の内部を示す。第１筐体２Ｃは、内部に収容空間
２００Ｃを有し、画像形成部２Ａ及び用紙供給部２Ｂ（共に図１に示す）等を収容空間２
００Ｃに収容している。
【００４８】
　第１筐体２Ｃの収容空間２００Ｃには、画像形成部２Ａ（図１に示す）に向かって外部
空気と共に送り込まれる塵埃を除去する塵埃除去部としての塵埃除去装置５４Ｙ，５４Ｍ
，５４Ｃ，５４Ｋ，５４Ｘ１，５４Ｘ２、及び帯電ワイヤ７１を清掃するとともに帯電ワ
イヤ７１の周辺に滞留するオゾン、トナークラウド等の不要物を除去するワイヤ清掃装置
５５Ｙ，５５Ｍ，５５Ｃ，５５Ｋ，５５Ｘ１，５５Ｘ２が収容されている。
【００４９】
　塵埃除去装置５４Ｙ～５４Ｘ２は、吸込口４９Ｙ～４９Ｋ，５１Ｘ１，５１Ｘ２に吸気
用ダクト５６Ｙ～５６Ｘ２，５７Ｙ～５７Ｘ２を介して、またワイヤ清掃装置５５Ｙ～５
５Ｘ２は、塵埃除去装置５４Ｙ～５４Ｘ２にそれぞれ接続されている。
【００５０】
（塵埃除去装置）
　次に、塵埃除去装置５４Ｙ～５４Ｘ２につき、図３，図４（ａ），（ｂ）及び図５を用
いて説明する。図４（ａ）及び（ｂ）は収容ケースの内部と外観を示す。図５は、塵埃除
去装置の内部を示す。なお、図４（ａ）は、吸気用ダクト５７Ｋ及び収納ケース５８Ｋの
上側の部分を取り除いた状態を図示している。
【００５１】
　図３に示すように、塵埃除去装置５４Ｙ～５４Ｘ２は、中間ダクトとして機能する収容
ケース５８Ｙ～５８Ｘ２、塵埃を捕捉するフィルタ５９Ｙ～５９Ｘ２、及び送風対象部と
しての帯電器２１Ｙ～２１Ｘ２（図１に示す）に送風する送風機６０Ｙ～６０Ｘ２を備え
、第１筐体２Ｃ内に配置されている。
【００５２】
　図４（ａ）及び（ｂ）に示すように、収容ケース５８Ｙ～５８Ｘ２（収容ケース５８Ｋ
のみ示す）は、それぞれが空気吸込側で開口する第１開口部６１、及び空気吐出側で開口
する第２開口部６２を有し、吸気用ダクト５７Ｙ～５７Ｘ２（吸気用ダクト５７Ｋのみ図
示）と送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図示）との間に介在して配置
されている。第１開口部６１は吸気用ダクト５７Ｙ～５７Ｘ２側に、また第２開口部６２
は送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２側にそれぞれ開口されている。
【００５３】
　フィルタ５９Ｙ～５９Ｘ２（フィルタ５９Ｋのみ図示）は、それぞれがフィルタ全面で
第１開口部６１の開口面全体を閉塞させて収容ケース５８Ｙ～５９Ｘ２に設置されている
。そして、フィルタ５９Ｙ～５９Ｘ２は、第１開口部６１から収容ケース５８Ｙ～５８Ｘ

２側に外部空気と共に吸い込まれる塵埃を捕捉するように構成されている。
【００５４】
　送風機６０Ｙ～６０Ｘ２（送風機６０Ｋのみ図示）は、それぞれが駆動モータ（図示せ
ず）によって回転する羽根車６３（図５に示す）、及びこの羽根車６３を内部に収容する
ケーシング６４Ｙ，６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｋ，６４Ｘ１，６４Ｘ２（ケーシング６４Ｋの
み図示）を有するシロッコファンからなり、収容ケース５８Ｙ～５８Ｘ２内に配置されて
いる。そして、送風機６０Ｙ～６０Ｘ２は、清掃対象部としての帯電器２１Ｙ～２１Ｘ２

（図１に示す）に送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図示）等を介して
外部空気を送風するように構成されている。
【００５５】
　ケーシング６４Ｙ～６４Ｘ２（ケーシング６４Ｋのみ図示）は、それぞれがフィルタ５
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９Ｙ～５９Ｘ２を通過した外部空気を取り入れる空気取入口６５、及び羽根車６３の回転
によって発生する空気流を送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２側に取り出す空気取出口６６を有
し、一部を第２開口部６２に挿通させて送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２に接続されている。
【００５６】
　空気取入口６５は、フィルタ５９Ｙ～５９Ｘ２（フィルタ５９Ｋのみ図示）の設置側と
反対側に開口されている。これにより、フィルタ５９Ｙ～５９Ｘ２の全面をフィルタ有効
面積として利用することができ、空気取入口６５を設置側とした場合と比べてフィルタ５
９Ｙ～５９Ｘ２における目詰まりの発生を抑制することができる。
【００５７】
　また、ケーシング６４Ｙ～６４Ｘ２（ケーシング６４Ｋのみ図示）は、図５に示すよう
に、フィルタ５９Ｙ～５９Ｘ２（フィルタ５９Ｋのみ図示）との間の寸法をＳｆとし、空
気取入口６５の開口面に対向する収容ケース５８Ｙ～５８Ｘ２（収容ケース５８Ｋのみ図
示）の内面６７との間の寸法をＳｒとすると、Ｓｆ及びＳｒがＳｆ＜Ｓｒ、好ましくはＳ
ｒ／Ｓｆ＞１．１、より好ましくはＳｒ／Ｓｆ＞１．５を満足する寸法に設定されている
。これにより、Ｓｆ及びＳｒがＳｆ≧Ｓｒに設定されている場合と比べ、フィルタ５９Ｙ
～５９Ｘ２とケーシング６４Ｙ～６４Ｘ２との間に形成される空間部Ｇ１からケーシング
６４Ｙ～６４Ｘ２と内面６７との間に形成される空間Ｇ２への外部空気の流動が円滑に行
われる。
【００５８】
（ワイヤ清掃装置）
　次に、ワイヤ清掃装置５５Ｙ～５５Ｘ２につき、図６～図９を用いて説明する。図６は
、ワイヤ清掃装置を示す。図７（ａ）及び（ｂ）は、送風ダクトを示す。図８（ａ）及び
（ｂ）は、廃棄用ダクトを示す。図９は、廃棄用ダクトの開口位置を示す。
【００５９】
　ワイヤ清掃装置５５Ｙ～５５Ｘ２は、一対の帯電部材としての帯電ワイヤにワイヤ清掃
部材を接触させて、ワイヤ清掃部材を帯電ワイヤに沿って軸方向に移動させることで、帯
電ワイヤに付着した埃、トナー粉や、オゾン等の帯電生成物等を除去するものである。
【００６０】
　図６に示すように、ワイヤ清掃装置５５Ｙ～５５Ｘ２（ワイヤ清掃装置５５Ｋのみ図示
）は、ワイヤ清掃機構６８Ｙ，６８Ｍ，６８Ｃ，６８Ｋ，６８Ｘ１，６８Ｘ２（ワイヤ清
掃機構６８Ｋのみ図示），収容部材としての収容ケース６９Ｙ，６９Ｍ，６９Ｃ，６９Ｋ
，６９Ｘ１，６９Ｘ２（収容ケース６９Ｋのみ図示）及び送風流路形成部材としての送風
ダクト７０Ｙ，７０Ｍ，７０Ｃ，７０Ｋ，７０Ｘ１，７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図
示）を有し、感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２（感光
体ドラム２０Ｋのみ図示）の周囲に配置されている。
【００６１】
　ワイヤ清掃機構６８Ｙ～６８Ｘ２（ワイヤ清掃機構６８Ｋのみ図示）は、感光体ドラム
２０Ｙ～２０Ｘ２（感光体ドラム２０Ｋのみ図示）の表面を帯電する第１及び第２の位置
にそれぞれ配置された第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂを清掃する上下１対のワ
イヤ清掃部材７２，７２，７３，７３、及びこれら上下１対のワイヤ清掃部材７２，７２
，７３，７３を駆動する駆動部材としてのリードスクリュー７４を有し、収容ケース６９
Ｙ～６９Ｘ２（収容ケース６９Ｋのみ図示）内に第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１
Ｂと共に収容されている。
【００６２】
　上側のワイヤ清掃部材７２，７２は、収容ケース６９Ｙ～６９Ｘ２（収容ケース６９Ｋ
のみ図示）内の移動部材７５に揺動部材７６を介して揺動可能に配置されている。そして
、上側のワイヤ清掃部材７２，７２は、移動部材７５がホームポジションから移動してワ
イヤ清掃時に揺動部材７６の揺動によって第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂに接
触し、移動部材７５がホームポジション（ワイヤ非清掃時）に位置するときに揺動部材７
６の揺動復帰によって第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂから離れるように構成さ
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れている。
【００６３】
　下側のワイヤ清掃部材７３，７３は、上側のワイヤ清掃部材７２，７２の下方で移動部
材７５に支持部材７７を介して配置されている。そして、下側のワイヤ清掃部材７３，７
３は、第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂに常時接触するように構成されている。
【００６４】
　リードスクリュー７４は、第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの長手方向に平行
に配置された雄ネジであり、収容ケース６９Ｙ～６９Ｘ２（収容ケース６９Ｋのみ図示）
内に回転可能にそれぞれ配置されている。そして、リードスクリュー７４は、駆動モータ
（図示せず）によって回転し、雌ネジによってリードスクリュー７４に取り付けられた移
動部材７５を第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂに沿って往復させて上側のワイヤ
清掃部材７２，７２及び下側のワイヤ清掃部材７３，７３を駆動するように構成されてい
る。
【００６５】
　収容ケース６９Ｙ～６９Ｘ２（収容ケース６９Ｋのみ図示）は、それぞれがリードスク
リュー７４を分岐部としてその下流側で分岐する第１及び第２の分岐路７８，７９、リー
ドスクリュー７４の上流側に開口する空気取入口８０、及び空気取入口８０に分岐路７８
，７９を介して流通する空気取出口８１を有し、感光体ドラム２０Ｙ～２０Ｘ２（感光体
ドラム２０Ｋのみ図示）の近傍に配置されている。
【００６６】
　送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図示）は、送風機６０Ｙ～６０Ｘ

２から空気が流入する空気取入口７０ａと、第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの
軸線方向に略平行（例えば、平行に対して±２０°の範囲）に設けられ、第１及び第２の
分岐路７８，７９を介して第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂに外部空気を送風す
るための送風口８２と、外部空気による空気流を空気流入側から空気流出側に方向変換さ
せて送風口８２に流通する流通路としての曲路８３とを有し、収容ケース６９Ｙ～６９Ｘ

２（収容ケース６９Ｋのみ図示）の上流側に配置されている。
【００６７】
　送風口８２は、その開口面８２ａが第１及び第２の分岐路７８，７９のうち曲路８３の
空気流入側に近い第１の分岐路７８側に偏心して配置されている。すなわち、収容ケース
６９Ｙ～６９Ｘ２の一対の開口面７８ａ，７８ａのうち曲路８３の空気流入側の開口面７
８ａが送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２の開口面８２ａに対向して配置されている。また、送
風口８２は、その開口端面の一部を形成する外側端面８２ｂがリードスクリュー７４のほ
ぼ直上方に配置されている。これにより、送風口８２から下流側に送風される外部空気が
リードスクリュー７４で第１の帯電ワイヤ７１Ａ側の方が第２の帯電ワイヤ７１Ｂ側より
も大きな風速となるように分岐されて第１及び第２の分岐路７８，７９の軸線方向に沿っ
て速度むらの少ない状態で流入した後、これら分岐路７８，７９を介して帯電ワイヤ７１
Ａ，７１Ｂに送風され、帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの周辺に滞留する不要物が導入ダクト
９５，９６を介して外部に排出される。なお、収容ケース６９Ｙ～６９Ｘ２の一対の開口
面７８ａ，７８ａのうち曲路８３の空気流入側の開口面７８ａ及び他方の開口面７８ａの
一部が送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２の開口面８２ａに対向して配置されていてもよい。な
お、第１及び第２の分岐路７８，７９は、第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂに略
垂直（例えば、垂直に対して±２０°の範囲）に送風されることが好ましい。
【００６８】
　曲路８３は、各軸線が互いに直交する流路８３ａ，８３ｂ、及びこれら両流路８３ａ，
８３ｂ間に介在する流路８３ｃを有し、送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２の空気流出側に配置
されている。流路８３ａは直路８４（図７（ａ）に示す）に、また流路８３ｂは送風口８
２を介して外部にそれぞれ開口されている。流路８３ｃは、内外２つの路面８３０ｃ，８
３１ｃが互いに異なる曲率をもった曲面で形成されている。
【００６９】
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　また、図７（ａ）に示すように、送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ
図示）は、それぞれが曲路８３の流路８３ａに流通する直路（誘導流路）８４を有し、送
風機６０Ｙ～６０Ｘ２（図３に示す）におけるケーシング６４Ｙ～６４Ｘ２（図３に示す
）の空気取口６６（図５に示す）に接続されている。送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２には、
図７（ｂ）に示すように、曲路８３から直路８４と反対側に突出する補強部８５が一体に
設けられている。
【００７０】
　直路８４は、送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図示）の空気流入側
に配置され、かつ送風機６０Ｙ～６０Ｘ２（図３に示す）におけるケーシング６４Ｙ～６
４Ｘ２（図３に示す）の空気取出口６６に接続されている。直路８４には、送風口８２に
外部空気を誘導する複数の誘導部材８６，８７，８８が左右１対の第１及び第２の帯電ワ
イヤ７１Ａ，７１Ｂ（図６に示す）の軸線方向に並列して配置されている。この場合、複
数の誘導部材８６，８７，８８は、直路８４から曲路８３への外部空気による空気流が第
１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの軸線方向に沿って風速むらのない気流になるよ
うに形成されていることが好ましい。本実施の形態では、直路８４には、両端部にそれぞ
れ配置された誘導部材（第１の誘導部材）８６Ａ，誘導部材８６Ｂと、誘導部材８６Ａ，
８６Ｂの内側に配置され、帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの軸線方向に略平行（例えば、平行
に対して±２０°の範囲）な直線部８７ａと直線部８７ａから曲路８３に向かって湾曲し
た形状を有する湾曲部８７ｂとからなる誘導部材（第２の誘導部材）８７Ａ、誘導部材（
第３の誘導部材）８７Ｂ、誘導部材８７Ｃ～８７Ｅと、誘導部材（第２の誘導部材）８７
Ａ、誘導部材（第３の誘導部材）８７Ｂ、誘導部材８７Ｃ～８７Ｅ間に配置され、湾曲し
た形状の誘導部材８８Ａ～８８Ｅとが設けられている。誘導部材８７Ａ，８７Ｂの直線部
８７ａは、
【００７１】
　上記の誘導部材８６，８７，８８の構成により、誘導部材８７Ａ～８７Ｅのうち入口側
の誘導部材８７Ａ，８７Ｂにより外部空気による空気流が３つに分岐され、一方の端側の
分岐流が誘導部材８８Ａによって曲路８３に誘導され、中央の分岐流が誘導部材８７Ｃ，
８８Ｂ，８８Ｃによって曲路８３に誘導され、他方の端側の分岐流が誘導部材８７Ｄ，８
７Ｅ，８８Ｄ，８８Ｅによって曲路８３に誘導される。このため、直路８４から曲路８３
に帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの軸線方向に沿って速度むらの少ない状態で外部空気を送風
することができる。
【００７２】
　ワイヤ清掃装置５５Ｙ～５５Ｘ２（図６にワイヤ清掃装置５５Ｋのみ示す）の近傍には
、図８に示す排出部材としての廃棄用ダクト９０Ｙ，９０Ｍ，９０Ｃ，９０Ｋ，９０Ｘ１

，９０Ｘ２（図８（ａ）及び（ｂ）に廃棄用ダクト９０Ｋのみ示す）が配置されている。
【００７３】
　廃棄用ダクト９０Ｙ～９０Ｘ２は、図８（ａ）及び（ｂ）に示すような第１乃至第４の
開口部９１～９４を有し、第１乃至第３の開口部９１～９３は、それぞれ第４の開口部９
４に流通している。第４の開口部９４は、フィルタ収容箱５，６（図２に示す）内の蛇腹
パイプ付きの廃棄用配管（図示せず）に接続されている。廃棄用配管の内部には、内部空
気を外部に流動させる送風機が設けられている。そして、画像形成部２Ａ（図６に示す）
で発生するトナークラウド及びオゾン等の廃棄対象物は、送風機によって内部空気が廃棄
用ダクト９０Ｙ～９０Ｘ２、蛇腹パイプ付きの廃棄用配管を介して外部に排出される際、
クラウドフィルタ、オゾンフィルタで捕捉される。
【００７４】
　図９に示すように、第１の開口部９１は、クラウド導入用ダクト９５及び排気流路形成
部材としてのオゾン導入用ダクト９６を介して感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２
０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２（感光体ドラム２０Ｋのみ図示）側に、第２の開口部９２は現
像器２３Ｙ, ２３Ｍ，２３Ｃ，２３Ｋ，２３Ｘ１，２３Ｘ２（現像器２３Ｋのみ図示）側
に、また第３の開口部９３は、ドラム清掃装置３１Ｙ,３１Ｍ，３１Ｃ，３１Ｋ，３１Ｘ
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１，３１Ｘ２（ドラム清掃装置３１Ｋのみ図示）側にそれぞれ開口されている。オゾン導
入用ダクト９６は、第１の帯電ワイヤ７１Ａが配置された第１の位置よりも第２の帯電ワ
イヤ７１Ｂが配置された第２の位置側に配置されている。第１乃至第３の開口部９１～９
３に対する送風量は、例えば７：５：１程度の配分比となる流量に設定されている。すな
わち、第３の開口部９３への送風量を「１」とすると、第１の開口部９１への送風量が「
７」とされ、第２の開口部９２への送風量が「５」とされる。
【００７５】
＜送風ダクトの空気取入口側の構造＞
　次に、送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２の空気取入口側の構造を説明する。図１０は、送風
ダクトの空気取入口側の詳細を示す図である。
【００７６】
　図１０に示すように、送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図示）の空
気取入口７０ａ側に最も近い誘導部材８６Ａは、直線部８６ａと、直線部８６ａの両端側
にそれぞれ接続された第１の湾曲部８６ｂ及び第２の湾曲部８６ｃとから構成されている
。誘導部材８６Ａの直線部８６ａは、空気流入方向に対してθ１の角度で傾斜している。
【００７７】
　空気取入口７０ａに流入した外部空気を３つに分岐するための２つの誘導部材８７Ａ，
８７Ｂは、送風口８２側の第２の湾曲部８６ｃの端部８６ｄより空気取入口７０ａ側にそ
れぞれ距離ａ、ｂ（但し、ａ＞ｂ）突出している。そして２つの誘導部材８７Ａ，８７Ｂ
のうち、送風口８２から遠い方の誘導部材８７Ａは、直線部８７ａの空気取入口７０ａ側
に送風口８２側に距離ｃ傾斜した傾斜部８７ｃを設けている。誘導部材８７Ａの傾斜部８
７ｃの端部と誘導部材８７Ｂの空気取入口７０ａ側の端部とを結ぶ線は、空気流入方向に
対してθ２（但し、θ２＞θ１）の角度で傾斜している。これにより、空気流ｆ２、ｆ３

２に大きな乱流が発生され難くなる。寸法ａは３０～５０ｍｍ、寸法ｂは２０～４０ｍｍ
、寸法ｃは１～６ｍｍが好ましい。θ１は１５～３５°が好ましく、２０～３０°がより
好ましい。θ２は４０～６０°が好ましく、４５～５５°がより好ましい。なお、誘導部
材８７Ａの傾斜部８７ｃは、直線状でもよいが、緩やかに湾曲していてもよい。
【００７８】
＜送風ダクトの空気取入口側の空気の流れ＞
　次に、送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２の空気取入口側の空気の流れについて説明する。図
１１（ａ）は、比較例の送風ダクトの空気取入口側の空気の流れを説明するための図、図
１１（ｂ）は、本発明の第１の実施の形態に係る送風ダクトの空気取入口側の空気の流れ
を説明するための図である。
【００７９】
（比較例の送風ダクト）
　比較例の送風ダクト７０Ｋは、空気取入口７０ａ側の誘導部材８６Ａが湾曲部のみから
構成されている。誘導部材８７Ａ，８７Ｂの空気取入口７０ａ側の端部は、誘導部材８６
Ａの送風口８２側の端部８６ｄよりも空気取入口７０ａと反対側に位置している。
【００８０】
　この比較例において、外部空気が空気取入口７０ａに流入すると、送風口８２から遠い
側の空気流ｆ１は、誘導部材８７Ａと外壁との間に進行し、送風口８２に近い側の空気流
ｆ２は、誘導部材８６Ａに沿って送風口８２に進行しようとするが、図１１（ａ）の一部
の空気流ｆ２’が誘導部材８６Ａから剥離する。また、空気流が送風口８２に進行する際
、大きな乱流ｔ１が発生する。空気流ｆ２’の剥離や乱流ｔ１の発生により風速が低下し
、帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの軸方向の風量（風速）ムラが生じる。また、乱流ｔ１の発
生を防ぐために乱流ｔ１が発生する位置に誘導部材を配置しても、圧損が生じて風速が低
下するおそれがある。
【００８１】
（第１の実施の形態の送風ダクト）
　本実施の形態の送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図示）は、図１１
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（ｂ）に示すように、外部空気が空気取入口７０ａに流入すると、送風口８２から遠い側
の空気流ｆ１は、誘導部材８７Ａと外壁との間に形成される高圧力領域Ｅ１との境界Ｂ１

における圧力差により、一部の空気流ｆ１１はそのまま進行し、他の空気流ｆ１２は境界
Ｂ１に沿って曲がり送風口８２に向かい、送風口８２に近い側の空気流ｆ２は、誘導部材
８６Ａに沿って剥離を起こすことなく送風口８２に進行する。
【００８２】
　誘導部材８７Ａ，８７Ｂ間に進行しようとする空気流ｆ３は、誘導部材８７，８７Ｂ間
に形成される高圧力領域Ｅ２の境界Ｂ２における圧力差により、一部の空気流ｆ３１はそ
のまま進行し、他の空気流ｆ３２は境界Ｂ２に沿って曲がり送風口８２に向かう。高圧力
領域Ｅ１，Ｅ２は、空気取入口７０ａ側の広い流路から狭い流路に空気流が進行するため
に生じる領域であり、奥に進行するに従い圧力が上昇する。このため、送風ダクト７０Ｋ
への外部空気の供給側で送風機６０Ｙ～６０Ｘ２やダクト形状等により送風源側に風速の
脈動が生じて風速が大きくなれば、直進する空気流ｆ１１，ｆ３１の方が曲がる空気流ｆ

１２，ｆ３２よりも比較的多く流れ、送風口８２の空気取入口７０ａ側における風速の増
加が抑制され、送風源側の風速が小さくなれば、曲がる空気流ｆ１２，ｆ３２の方が直進
する空気流ｆ１１，ｆ３１よりも比較的多く流れ、送風口８２の空気取入口７０ａ側にお
ける風速の低下が抑制される。
【００８３】
　また、第１の湾曲部８６ｂにおける２つの接線のなす角度のうち狭角の方をθ１、第２
の湾曲部８６ｃにおける２つの接線のなす角度のうち狭角の方をθ３とするとき、θ１＜
θ３の関係を満たすことにより、空気流ｆ３が境界Ｂ２に衝突する近傍で乱流ｔ２の発生
を抑制し、比較例で発生していた乱流ｔ１に比べて乱流する場所（剥れる場所を）を制御
することができ、送風口８２の空気取入口７０ａ側における風速の低下が抑制される。
【００８４】
（画像形成装置１の動作）
　次に、本実施の第１の形態に示す画像形成装置１の動作につき、図１～図３，図５及び
図６を参照して説明する。
【００８５】
　図１に示すように、本体ユニット２の用紙供給部２Ｂから用紙Ｐを供給する場合には、
用紙スタッカ３５，３５内に積載された用紙Ｐをピックアップロール（図示せず）によっ
て１枚ずつ分離し、捌きロール３６，３６から停止中のレジロール３７，３７に送出する
。
【００８６】
　次に、レジロール３７，３７に用紙Ｐの先端を突き当て、用紙斜め送りの修正と用紙先
端の位置合わせをして用紙Ｐを待機させる。
【００８７】
　ここで、給紙ユニット３の用紙供給部３Ａから用紙Ｐを供給する場合には、給紙トレイ
３９，３９内に積載された用紙Ｐをピックアップロール（図示せず）によって１枚ずつ分
離し、捌きロール４０，４０から停止中のレジロール４１，４１に送出する。
【００８８】
　次に、レジロール４１，４１に用紙Ｐの先端を突き当て、用紙斜め送りの修正と用紙先
端の位置合わせをして用紙Ｐを待機させる。
【００８９】
　そして、画像形成部２Ａにおける画像形成のタイミングに同期してレジロール３７，３
７又はレジロール４１，４１を回転させて二次転写装置２８に用紙Ｐを給紙し、感光体ド
ラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２に形成されたトナー像を一次
転写装置２５Ｙ，２５Ｍ，２５Ｃ，２５Ｋ，２５Ｘ１，２５Ｘ２で中間転写ベルト２４に
一次転写した後、二次転写装置２８における支持ロール２７Ｄの位置に給紙された用紙Ｐ
にトナー像を二次転写する。
【００９０】
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　この後、画像形成装置１では、定着ユニット４の定着部４Ａで用紙Ｐにトナー像を定着
してから、冷却部４Ｂで用紙Ｐを冷却して排出ロール４７，４７で定着ユニット４外に排
出する。
【００９１】
　この際、図２に示すように、フィルタ収容箱４８，５０外の外部空気が吸込口４９Ｙ，
４９Ｍ，４９Ｃ，４９Ｋ，５１Ｘ１，５１Ｘ２からフィルタ収容箱４８，５０内の吸気用
ダクト５６Ｙ，５６Ｍ，５６Ｃ，５６Ｋ，５６Ｘ１，５６Ｘ２（図３に示す）に吸い込ま
れる。
【００９２】
　吸気用ダクト５６Ｙ～５６Ｘ２内に吸い込まれた外部空気は、図３に示すように、吸気
用ダクト５７Ｙ，５７Ｍ，５７Ｃ，５７Ｋ，５７Ｘ１，５７Ｘ２内に流入した後、フィル
タ５９Ｙ，５９Ｍ，５９Ｃ，５９Ｋ，５９Ｘ１，５９Ｘ２（図５にフィルタ５９Ｋのみ示
す）を通過して収容ケース５８Ｙ，５８Ｍ，５８Ｃ，５８Ｋ，５８Ｘ１，５８Ｘ２内に流
入する。
【００９３】
　この場合、吸気用ダクト５６Ｙ～５６Ｘ２内に外部空気と共に塵埃が吸い込まれている
と、その塵埃がフィルタ５９Ｙ～５９Ｘ２（フィルタ５９Ｋのみ図示）でその全面をフィ
ルタ有効面積として捕捉される。
【００９４】
　そして、収容ケース５８Ｙ～５８Ｘ２内に流入した外部空気は、図５に示すように、送
風機６０Ｙ，６０Ｍ，６０Ｃ，６０Ｋ，６０Ｘ１，６０Ｘ２（送風機６０Ｋのみ図示）の
駆動によって外部空気が空間Ｇ１から空間Ｇ２に導かれ、空気取入口６５からケーシング
６４Ｙ，６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｋ，６４Ｘ１，６４Ｘ２（ケーシング６４Ｋのみ図示）内
に取り入れられる。
【００９５】
　ケーシング６４Ｙ～６４Ｘ２内に取り入れられた外部空気は、羽根車６３の回転による
遠心力の作用によって空気取出口６６からケーシング６４Ｙ～６４Ｘ２外に流出し、空気
取入口７０ａから送風ダクト７０Ｙ，７０Ｍ，７０Ｃ，７０Ｋ，７０Ｘ１，７０Ｘ２（送
風ダクト７０Ｋのみ図示）内に流入する。
【００９６】
　送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２内に流入した外部空気は、図６に示すように、誘導部材８
６Ａ，８６Ｂ，８７Ａ～８７Ｅ，８８Ａ～８８Ｅ（図７（ａ）に示す）によって直路８４
（図７（ａ）に示す）を空気流入側から空気流出側に誘導され、さらに曲路８３を流動し
て送風口８２から送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２外に流出した後、収容ケース６９Ｙ，６９
Ｍ,６９Ｃ，６９Ｋ，６９Ｘ１，６９Ｘ２（収容ケース６９Ｋのみ図示）内に空気取入口
８０から流入する。
【００９７】
　収容ケース６９Ｙ～６９Ｘ２内に流入した外部空気は、リードスクリュー７４で第１の
帯電ワイヤ７１Ａ側の方が第２の帯電ワイヤ７１Ｂ側よりも大きな風速となるように分岐
されて第１及び第２の分岐路７８，７９の軸線方向に沿って速度むらの少ない状態で流入
した後、第１及び第２の分岐路７８，７９を流動して第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，
７１Ｂにそれぞれ送風される。第１の帯電ワイヤ７１Ａに送風された外部空気は、さらに
第２の帯電ワイヤ７１Ｂに送風される。帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂへの送風により、帯電
ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの周辺に滞留するオゾンやトナークラウド等の不要物が外部空気と
ともにクラウド導入用ダクト９５及びオゾン導入用ダクト９６を介して外部に排出される
。
【００９８】
［第２の実施の形態］
　図１２は、本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置の送風ダクトの空気取入口側
の詳細を示す図である。
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【００９９】
　本実施の形態の送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図示）は、空気取
入口７０ａ側に最も近い誘導部材８６Ａが図１１（ａ）に示すように、湾曲部のみにより
構成されている。２つの誘導部材８７Ａ，８７Ｂの空気取入口７０ａ側の端部は、誘導部
材８６Ａの送風口８２側の端部８６ｄより空気取入口７０ａ側にそれぞれ距離ａ、ｂ突出
しているが、送風口８２から遠い方の誘導部材８７Ａは、直線部８７ａの端部に傾斜部８
７ｃを設けていない。
【０１００】
　本実施の形態においても、図１１（ｂ）で説明したように、誘導部材８７Ａと外壁との
間に形成される高圧力領域Ｅ１の境界Ｂ１、及び誘導部材８７，８７Ｂ間に形成される高
圧力領域Ｅ２の境界Ｂ２の作用により、送風口８２の空気取入口７０ａ側における風速の
低下が抑制される。
【０１０１】
［第３の実施の形態］
　図１３は、本発明の第３の実施の形態に係る画像形成装置の送風ダクトの空気取入口側
の詳細を示す図である。
【０１０２】
　本実施の形態の送風ダクト７０Ｙ～７０Ｘ２（送風ダクト７０Ｋのみ図示）は、空気取
入口７０ａ側に最も近い誘導部材８６Ａが図１１（ａ）に示すように、湾曲部のみにより
構成されている。２つの誘導部材８７Ａ，８７Ｂの空気取入口７０ａ側の端部は、第１の
実施の形態と同様に、誘導部材８６Ａの送風口８２側の端部８６ｄより空気取入口７０ａ
側にそれぞれ距離ａ、ｂ突出し、送風口８２から遠い方の誘導部材８７Ａは、直線部８７
ａの空気取入口７０ａ側に送風口８２側に距離ｃ傾斜した傾斜部８７ｃを設けている。
【０１０３】
　本実施の形態においても、図１１（ｂ）で説明したように、誘導部材８７Ａと外壁との
間に形成される高圧力領域Ｅ１の境界Ｂ１、及び誘導部材８７，８７Ｂ間に形成される高
圧力領域Ｅ２の境界Ｂ２の作用により、送風口８２の空気取入口７０ａ側における風速の
低下が抑制される。
【実施例１】
【０１０４】
　図１４を参照して本発明の実施例１を説明する。図１４（ａ）は、比較例における図５
に示す送風機の風量の増加による帯電ワイヤ近傍の風速の測定結果を示す図、図１４（ｂ
）は、第１の実施の形態に対応する実施例１における図５に示す送風機の風量の増加によ
る空気取入口側の帯電ワイヤ近傍の風速の測定結果を示す図である。
【０１０５】
　図１４（ａ）は、比較例として、誘導部材８７Ａの傾斜部８７ｃの寸法ｃを２ｍｍ、誘
導部材８７Ｂの寸法ｂを２５ｍｍとしたときの測定結果を示す。送風機６０Ｋのデューテ
ィが６０％を超えると、第１の帯電ワイヤ７１Ａの近傍における風速に大きな乱れが生じ
ていることから、誘導部材８６Ａで空気流の剥離が生じていることが分かる。
【０１０６】
　また、送風機６０Ｋのデューティの広い範囲に渡って第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ
，７１Ｂ間で風速に差が生じていることが分かる。寸法ｃをさらに長く（例えば、４ｍｍ
、５ｍｍ）することにより、空気流の剥離が生じ難くなり、第１及び第２の帯電ワイヤ７
１Ａ，７１Ｂ間の風速差が小さくなる傾向にある。
【０１０７】
　また、寸法ｃを２ｍｍとした状態で寸法ｂをさらに長く（例えば、３０ｍｍ、３５ｍｍ
）することにより、空気流の剥離が生じ難くなり、第１及び第２の帯電ワイヤ７１Ａ，７
１Ｂ間の風速差が小さくなる傾向にある。
【０１０８】
　図１４（ｂ）は、実施例１として誘導部材８７Ａの傾斜部８７ｃの寸法ｃを２ｍｍ、誘
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導部材８７Ｂの寸法ｂを３５ｍｍとしたときの測定結果を示す。また、誘導部材８７Ａの
誘導部材８６Ａの端部８６ｃまでの距離ａは２０ｍｍ、空気取入口７０ａの開口幅は２２
ｍｍである。送風機６０Ｋのデューティの１０～８０％の範囲に渡って、第１及び第２の
帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂの近傍における風速にほとんど乱れが生じていないことから、
誘導部材８６Ａで空気流の剥離が生じていないことが分かる。また、第１及び第２の帯電
ワイヤ７１Ａ，７１Ｂ間の風速差はほとんど生じていない。
【０１０９】
　以上、本発明の画像形成装置を上記の実施の形態に基づいて説明したが、本発明は上記
の実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々の態様におい
て実施することが可能であり、例えば次に示すような変形も可能である。
【０１１０】
（１）上記実施の形態では、各像形成部に対して１対の帯電ワイヤ７１Ａ，７１Ｂを用い
る場合について説明したが、本発明はこれに限定されず、そのワイヤ数は３個以上でもよ
い。
【０１１１】
（２）上記実施の形態では、プリンタに適用する場合について説明したが、本発明はこれ
に限定されず、複写機又はファクシミリに適用しても勿論よく、複写機，プリンタ及びフ
ァクシミリ等のうち少なくも２つを組み合わせてなる複合機に適用してもよい。
【０１１２】
（３）上記実施の形態では、画像形成装置１が複数の感光体ドラム２０Ｙ，２０Ｍ，２０
Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２を用いたカラー画像形成装置である場合について説明し
たが、本発明はこれに限定されず、単一の感光ドラムを用いたモノクロ画像形成装置であ
ってもよい。
【０１１３】
（４）上記実施の形態では、送風ダクトの空気取入口７０ａに流入した外部空気を３つに
分岐するために２つの誘導部材８７Ａ，８７Ｂを設けたが、外部空気を３つ以上の誘導部
材によって４つ以上に分岐してもよい。この場合、隣り合う２つの誘導部材が第２及び第
３の誘導部材の関係を有していればよい。
【符号の説明】
【０１１４】
　１…画像形成装置、２…本体ユニット、２Ａ…画像形成部、２Ｂ…用紙供給部、２Ｃ…
第１筐体、２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ，２０Ｋ，２０Ｘ１，２０Ｘ２…感光体ドラム、２１
Ｙ，２１Ｍ，２１Ｃ，２１Ｋ，２１Ｘ１，２１Ｘ２…帯電器、２２Ｙ，２２Ｍ，２２Ｃ，
２２Ｋ，２２Ｘ１，２２Ｘ２…露光器、２３Ｙ，２３Ｍ，２３Ｃ，２３Ｋ，２３Ｘ１，２
３Ｘ２…現像器、２４…中間転写ベルト、２５Ｙ，２５Ｍ，２５Ｃ，２５Ｋ，２５Ｘ１，
２５Ｘ２…一次転写ベルト、２６…駆動ロール、２７Ａ～２７Ｄ…支持ロール、２８…二
次転写装置、２９Ｙ，２９Ｍ，２９Ｃ，２９Ｋ，２９Ｘ１，２９Ｘ２…トナーボトル、３
０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃ，３０Ｋ，３０Ｘ１，３０Ｘ２…除電装置、３１Ｙ，３１Ｍ，３１
Ｃ，３１Ｋ，３１Ｘ１，３１Ｘ２…ドラム清掃装置、３２～３４…搬送ユニット、３５…
用紙スタッカ、３６…捌きロール、３７…レジロール、３８…搬送ロール、
　３…給紙ユニット、３Ａ…用紙供給部、３Ｂ…第２筐体、３０Ｂ…搬送経路、３９…給
紙トレイ、４０…捌きロール、４１…レジロール、
　４…定着ユニット、４Ａ…定着部、４２…加熱ロール、４３…加圧ロール、４Ｂ…冷却
部、４４，４５…搬送ユニット、４６…冷却器、４７…排出ロール、４Ｃ…第３筐体、４
０Ｃ…搬送経路、２００Ｃ…収容空間、５２…吸込口、５３…吐出口、５０Ｙ，５０Ｍ，
５０Ｃ，５０Ｋ，５０Ｘ１，５０Ｘ２…吐出口、
　５…フィルタ収容箱、４８ａ，４９Ｙ，４９Ｍ，４９Ｃ，４９Ｋ…吸込口、４８ｂ…吐
出口、
　６…フィルタ収容箱、５０ａ，５１Ｘ１，５１Ｘ２…吸込口、５０ｂ…吐出口、５４Ｙ
，５４Ｍ，５４Ｃ，５４Ｋ，５４Ｘ１，５４Ｘ２…塵埃除去装置、５６Ｙ，５６Ｍ，５６
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Ｃ，５６Ｋ，５６Ｘ１，５６Ｘ２…吸気用ダクト、５７Ｙ，５７Ｍ，５７Ｃ，５７Ｋ，５
７Ｘ１，５７Ｘ２…吸気用ダクト、５８Ｙ，５８Ｍ，５８Ｃ，５８Ｋ，５８Ｘ１，５８Ｘ
２…収容ケース、５９Ｙ，５９Ｍ，５９Ｃ，５９Ｋ，５９Ｘ１，５９Ｘ２…フィルタ、６
０Ｙ，６０Ｍ，６０Ｃ，６０Ｋ，６０Ｘ１，６０Ｘ２…送風機、６１…第１開口部、６２
…第２開口部、６３…羽根車、６４Ｙ，６４Ｍ，６４Ｃ，６４Ｋ，６４Ｘ１，６４Ｘ２…
ケーシング、６５…空気取入口、６６…空気取出口、６７…内面、
　５５Ｙ，５５Ｍ，５５Ｃ，５５Ｋ，５５Ｘ１，５５Ｘ２…ワイヤ清掃装置、６８Ｙ，６
８Ｍ，６８Ｃ，６８Ｋ，６８Ｘ１，６８Ｘ２…ワイヤ清掃機構、６９Ｙ，６９Ｍ，６９Ｃ
，６９Ｋ，６９Ｘ１，６９Ｘ２…収容ケース、７０Ｙ，７０Ｍ，７０Ｃ，７０Ｋ，７０Ｘ
１，７０Ｘ２…送風ダクト、７０ａ…空気取入口、７１Ａ…第１の帯電ワイヤ、７１Ｂ…
第２の帯電ワイヤ、７２，７３…ワイヤ清掃部材、７４…リードスクリュー、７５…移動
部材、７６…揺動部材、７７…支持部材、７８…第１の分岐路、７９…第２の分岐路、８
０…空気取入口、８１…空気取出口、８２…送風口、８２ａ…開口面、８２ｂ…外側開口
端面、８３…曲路、８３ａ～８３ｃ…流路、８３０ｃ，８３１ｃ…路面、８４…直路、８
５…補強部、８６～８８，８６Ａ，８６Ｂ，８７Ａ～８７Ｅ，８８Ａ～８８Ｅ…誘導部材
、８６ａ・・・直線部、８６ｂ・・・第１の湾曲部、８６ｃ・・・第２の湾曲部、８７ｃ
・・・傾斜部、９０Ｙ，９０Ｍ，９０Ｃ，９０Ｋ，９０Ｘ１，９０Ｘ２…廃棄用ダクト、
９１～９４…開口部、９５…クラウド導入用ダクト、９６…オゾン導入用ダクト、
　Ｃ…キャスタ、ＦＬ…床面、Ｐ…用紙、
　ｔ１～ｔ３・・・乱流
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